
１０３５０２５　武市倫知



　近年、環境に対する考えが高まり、都市の自然要素の一
つである水辺空間の重要性が高まっている。

　ヴェネツィアは、多くの水路によって生き物のように都市
が構成され、多くの人々がこの地を訪れている。

　本研究では人々の心を惹きつける魅力的な都市の水辺
空間にどのような空間特性があるのかを定量的・客観的に
把握することを目的とする。

■　背景・目的



フロー
解析対象水路

コンピュ－タ画像

ゆらぎ値

計測補助線の決定

データの入力

パワー・スペクトル

水路形態のライン抽出

ゆらぎエレメントの計測

一次元離散的フーリエ変換

両辺対数グラフにプロット

直線に回帰

データ作成

データ解析

水路幅,水辺空間幅,進行方向変化



■　対象水路

小水路１

小水路２



ゆらぎ理論

1

y=kx+c

空間周波数

パ
ワ
ー･

ス
ペ
ク
ト
ル

ゆらぎ値

パ
ワ
l
ス
ペ
ク
ト
ル

空間周波数

白色ゆらぎ

ダイナミック
な変化

単調な変化

１/ｆ3ゆらぎ １/ｆ2ゆらぎ

１/ｆゆらぎ－1
－2

0



水路幅波形図

0
20
40
60
80

100
120
140
160
180
200

0 1000 2000 3000 4000 5000

距離（ｍ）

水
路

幅
（ｍ

）

　

水路幅波形図

0
20
40
60
80

100
120
140
160
180
200

0 1000 2000 3000 4000 5000

距離（ｍ）

水
路

幅
（ｍ

）

　

パワー・スペクトル図

y = -1.1477x + 4.0564

R2  = 0.4021
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パワー・スペクトル図
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パワー・スペクトル図

y = -1.0455x + 4.6398

R 2 = 0.3899
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パワー・スペクトル図
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水辺空間幅波形図
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水辺空間幅波形図

0

50

100

150

200

250

300

350

400

0 1000 2000 3000 4000 5000

距離（ｍ）

水
辺

空
間

幅
（

ｍ
）

水路幅波形図

水路幅パワー・スペクトル図

水辺空間幅波形図

水辺空間幅パワー・スペクトル図

主水路カナル・グランデ
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方向変化

ゆらぎ値 -1.1477 -1.0483 -1.1112 -0.854

水路幅 水辺空間幅
水路幅

（構成物有り）

パワー・スペクトル図

y = -0.854x + 3.8333

R2 = 0.2901

0

1

2

3

4

5

6

7

-3.5 -3 -2.5 -2 -1.5 -1 -0.5 0

空間周波数（1／ｍ）

パ
ワ

ー
・

ス
ペ

ク
ト

ル
（

ｄ
Ｂ

）

パワー・スペクトル図

y = -0.854x + 3.8333

R2 = 0.2901

0

1

2

3

4

5

6

7

-3.5 -3 -2.5 -2 -1.5 -1 -0.5 0

空間周波数（1／ｍ）

パ
ワ

ー
・

ス
ペ

ク
ト

ル
（

ｄ
Ｂ

）

進行方向変化図
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水辺空間幅変化 進行方向変化

-0.322 -0.7665 -0.786

水路幅変化

小水路１

小水路２ -0.6805 -0.5232-0.7805

水路ルート２ -1.1833 -0.9639 -0.7928

水路ルート１ -1.1187 -1.272 -0.7038

-0.854カナル・グランデ -1.147 -1.0483



　ヴェネツィア水路空間のゆらぎ理論を用いた結果、総合的
にそのゆらぎ値は－1（1/ｆゆらぎ型）に近い値が得られた。実
際の水路空間の変化の豊富さ、その変化の特性が把握され
、また、人に快適さ,心地よさを与えていることが明らかとなっ
た。

　また、３つのゆらぎエレメントの中では、建築物などの配置
により感じられる水辺空間の変化がもっともゆらぎ値が－1（
1/ｆゆらぎ型）に近く、他の要素より人々に心地よさを与えて
いてヴェネツィアの水路空間特性に強く影響を与える一因で
あると推測される。

総括


